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巻 E買

新時代への期待

水嶋 ご三主
J円

最近の世の中の変化はめまぐるしいほどである。世界

に目をむければ、ソ連 ・東欧圏の激変・両独統一問題、

EC統合、圏内では地価高騰、経済活動の超繁忙、人手

不足問題、株暴落、貿易摩擦、 科学技術の面では地球の

温暖化・酸性雨問題、バイオテクノロジ一、高温超伝導、

超臨界技術、リニヤーカ一、半導体技術の一層の発展、

臓器移植など医学の著しい進歩、その他多数のハイテク

製品の開発等数限りないほどである。しかも、これらが

どのように推移して行くか関心を持たずにいられないこ

とばかりである。来るべき輝かしい21世紀を迎えるにあ

たって、世の中のあらゆる仕組みゃ原理原則が塗り替え

られて行くような錯覚すら覚え、新時代の息吹が強く感

じられる。世の中の変化や進歩に自分なりについて行こ

うと思い、本屋さんに行くと、移しい数の出版物が並ん

でいて何を選んでよいかしばし迷ってしまう。また、会

社や家庭には毎白多数のダイレクトメールが送られ、直

接売込の電話が入るなど、まさに情報過多の時代でもあ

る。かつてない激しい変化ゃあふれる情報にどのように

対処したらよいか思い悩む程である。そして近い将来、

何かとてつもない予想外の事柄が起こりそうな気がして

大きな期待感を抱かせてくれる。

日本吸着学会は丁度こういった時代背景のなかで生ま

れたわけで、「吸着技術j についても飛躍的な展開がそ

こはかとなく期待される。本学会は設立後はや4年目を

迎え、会員数もふえ、毎年研究発表会やセミナーを開催

し、来年は国際吸着会議を開催するまでになり、大変喜

ばしいことである。私自身はこれらにはあまり出席でき

なかったが、それでもAdsorptionN ewsなどを通じて、

これまで全く知らなかった吸着関係の研究者や研究内容、

いろいろな情報の一端に触れることが出来、強い刺激を

受け、たいへんありがたいと思っている。何か自分の仕

事に関係したことはないか、吸収できるものはないかと

心掛けている次第である。

しかし、いつも思うことだが、民間の変化に乏しい実

務一筋に過ごしてきた人間にとっては、大学の先生方の

研究発表の内容がなかなか理解できず、大きな隔たりを

感じている。吸着関係の仕事をしているのだから、「吸

着全般Jに関しもう少し理解を深めたいと思う。不勉強

だから仕方がないとは思うが、このような溝をうめる方

法はないものだろうかと自問している。先日も理事会Z了、

民間の人たちの希望を問われ、即答しかねたが、もし可

能であれば、国際吸着会議後の将来の大きな課題として、

吸着技術全般に関するこれまでの知見を体系化・集大成

した技術書・解説書の出版を強く希望したい。吸着理論、

吸着計算、試験方法、研究の動向と将来展望、吸着剤、

実際の適用例、経済的側面、用語解説、文献目録などを

ハンドブック的に、しかも出来るだけ平易に取り糠めれ

ばよいと思う。埋もれている貴重な研究データを掘り起

こしたり、専門分化した内容を総合的、体系的に把握す

るよい機会になり、「吸着j に関わるものにとって多い

に役立つことだろう。

さて、私はこの20数年間、「脱臭J一筋に過ごしてき

た。悪臭問題が大きくクローズアップされたこともあっ

て、悪臭対策自体はかなり進展したといえる。脱臭装置

の設置件数や活性炭の使用量は相当大きな数字にのぼり、

この分野においても「吸着技術」は多いに社会に貢献し

たと思う。しかし、その基礎となる処理技術、とりわけ

吸着技術についてはそれほど大きな進歩があったとは言

いがたいと思う。世の中は急速に変化しているのに自分

とその周辺は意外に変化に乏しく、取り残されどいるよ

うな気がしてならない。何かアッというような技術を是

非期待したいものである。

71<嶋清

北炭化成工業株式会社

日本吸着学会理事

取締役技術本部長

昭和34年横浜国立大学工学部電気化学科 卒業

北海道炭磯汽船併)入社、石炭化学研究所勤務同年

昭和40年

趣味，囲碁

北炭化成工業開として独立に伴い同社に移る。
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日本吸着学会第 4回研究発表会のお知らせ

第 4回の研究発表会を下記のように開催します。第 1回、第 2回、第3回の研究発表会は、豊橋技術科学大学、明治

大学、京都大学の皆様の御尽力により多数の皆様が出席され盛会でした。本学会は学際的な学会であることから、化学、

化学工学、物理学の研究者のほか、企業のあらゆる分野からのご参加をお待ちしております。どうぞ今回も奮って御参

加下さい。

日時 平成2年11月27日 (火)~28日 (水〉

会場 東京理科大学セミナーハウス

(〒278 千葉県野田市山崎2641 電話 0471-24-1501) 

内容 一般講演の他、 Prof.W. A. Ste巴1e(Pennsylvania State Univ. )の特別講演 rMolecularBehaviors on Solid 

SurfacesJ、またシンポジウムのテーマを「環境と吸着」と題して、萩野圭三 (東理大理工)r炭素系吸着剤の

表面改質と吸着特性J、鈴木基之 (東大生研)r環境科学と吸着J、松村芳美 (産医研)r労働環境と吸着j、村野

健太郎 (環境研)r酸性雨と大気環境」、鈴木喬 (山梨大工)r環境と吸着斉IJJ、峯元雅樹 (三菱重工高砂研)rフ

ロン回収の試みJの講演を予定。

交通手段

1 .上野駅一一 JR常磐線 (30分〉一一柏駅一一東武野回線 (15分)一一運河駅

2. 西日暮里駅一一地下鉄千代回線 (31分〕一一柏駅一一同上一一週河駅

3.船橋駅一一東武野回線 (1 時間)一一運河駅

4. 大宮駅一一東武野回線 (30分)一一春日部駅一一 (30分)一一 運河駅

(運河駅からセミナーハウスまで徒歩 13分)

講演申込ならびにポスター発表申込方法

ハガキもしくはハガキ大の用紙 (一人につき l枚〉に①題目、 @氏名 (講演者にはO印)、③所属、④連絡先、⑤講

演の概要 (100字程度〉を記入して、下記に郵送して下さLυ申込者には原稿用紙をお送り致します。なお、 今回は、

発表件数の都合によりポスター発表も計画しております。ポスター発表を希望する場合には、ポスタ一発表希望と赤ペ

ンで付記 して下さ~'0また事務局よりポスタ一発表をお願いすることもありますのであらかじめご了承下さい。

講演申込締切 7月31日 (火)

講演要旨締切 9月29日(土)

申込・間合わせ先 干278 千葉県野田市山崎2641 東京理科大学理工学部

工業化学科 萩野圭三(または、 阿部正彦)

電話 0471-24-1501 内線 3612 

参加申込方法

ハガキらしく はハガキ大の用紙 (一人につき 1枚)に①氏名、 ②所属、 ③連絡先、④懇親会参加の有無、⑤セミナー

ハウスの宿泊及び食事希望の有無 (宿泊代1日1，800円、朝食300円、昼食500円、夕食700円)を記して、上記に郵送し

て下さい。なお、 参加費、懇親会賞、宿泊関係費は郵便局備え付けの郵便振込用紙にて下記の口座に払い込み下さい。

ホテル宿泊を希望する方は各自で申し込んで下さし、。参考:ホテルサンガーデン拍 (拍駅 1分、シングル:7，704円税

込み) Tel 0471-66-3111 

名義 :日本吸着学会 番号東京 9-538358 

参加登録料 一般4，000円学生2，000円(11月 l日以降各1，000円増)

参加申込締切 10月31日 (水)

懇親会参加費 6，000円

懇親会臼時・場所 11月27日 (火) 夕刻、東京理科大学セミナーハウス
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吸着と付着

豊橋技術科学大学 堤 和男

1.はじめに

吸器 (Adsorption)は圏一気、固一波および縦一液

を対象にしているが、付着 (Adheslon)は回一液、固

一回および液-1夜が対象になる。しかし、熱力学的には

殆ど同じ取扱をし得ることがわかっている。 すなわち、

吸着および付着共にその駆動力が吸着あるいは付着によ

る表面 (界面)自由エネルギーの低下の現象である乙と

である。吸着の場合にはこれはGibbsの吸着式で‘立証さ

れる。また、吸着も付着も分子問相互作用で説明される

が、国体が関与する系については吸着は表面と吸着分子

の相互作用が寄与するのに対し、付着は固体表面と液体

あるいは固体の表面との相互作用で完全な多体問題であ

る。

われわれは、永年にわたり回一気、回一液の吸着を様々

な手法で解析してきたが、近年は後合材料を扱う講座に

所属することもあり研究対象を「付着j にも拡殺してき

た。ここでは、吸着の研究で得た情報をいかにして付着

の研究に取り入れたかを念頭にして最近の成果を示し、

吸着の研究者のご批判とコメン卜を期待したい。

2. 付着とは

前述のように吸着と付着とは類似した現象ではあるが、

解析の手法はかなり異なる。付着とは、 一般的に異種物

質問での接着現象と定義されるが、界面化学的にな付着

の仕事 (W: Work of Adhesion)を求める こと にな

る。

W=7I，+7n-7AIJ (1) 

7は物質A、Bの表面またはA-Bの界面白白エネルギー

である。WはA-B界面を引き離して表面AおよびBを

出現するのに要する仕事であり、 A-Bの強度に対応す

る。そのために、後合材料では重要な物質的パラメーター

になる。すなわち、観合材料は異種材料による複合系に

より単一物質では達成し得ない物性をもたらそうとする

もので、異種物質界面が界面破壊を生じ得ない程度に強

固な結合を有することが要求される。 Wを知るためには

7の情報が必要である。液体の 7は容易に測定できるが、

固体は分子の易動性が小さいために直接的な測定は困難

である。そこで、液体の接触角による測定が行われる。

国体 (S)上で液体 (L)が有限の接触角 (e )を有す

るときYO¥1ngの式が成立する。

7 s= 7 L COSθ+ 7 SI 

このS-L系の付着仕事WS1はDupreの式より

WS1.三 7s+7/.-7sl.

= 7 1. ( 1 +COSθ) 

となり、0の測定からWS1.が求まる。

3. 接触角と団体の表面白由エネルギー

(2) 

(3) 

9からWSLを求めど7を決定するためには、 WS1.の関

数形が必要である。第一近似として、 7には分散力によ

る寄与7
Dと極性成分rPがあり両者には加成性が成立し、

またWもWf/とWI'の和で表現されるとする。液体として

その 7ιの各成分rL f/、7LPが異なるものを用い、その

接触角を測定しW川 1)I )およひ(WsιP共に幾何平均則が成

立するとして、固体の 7Sを求めることが出来る。液体i、

}の接触角から(3)式により計算される付若仕事は(4)、(5)

式で表現される。

(Ws，./2)，= (71.f/)，'/2 (7sf/)'/2 
+ (71.")，，/2 (7/')'/2  (4) 

(Ws1./2)，= (7 Lf/)，1/2 (7.，D)'月
+ C71.P)，'/2 (7/')'ノ2 (5) 

少なくとも 2つの液体についてθの測定を行えば、 7SD、

7J'が求まる 2-S)。

しかし、無機材料ではほとんと、の液体の接触角がOに

なるために、無機一有機複合材料の解析には不適当であ

る。そこで、われわれは液体L2中の固体への液体L，の

接触角を用いる方法を提出した十制。飽和炭化水素(H)

の中の固体 (S)への水 (W)の接触角をθとすると、

7 '<1/= 7 s..+ 7 I/W COSθ(6)  

となる。 7.'11、 7.1'wは各々

7 S 1/ = 7 s + 7 1/ - 2 (7 s f/ 7 H) I /2 (7) 

7 SIV= 7汗+7lV-2(rs"7w")' バ -wぉ，.P (8) 
で示され、 WSW'副には幾何平均 ~IJの適用を前提としない。

(6)-(8)式より、

7 w- r 1/ + 71/11' COS e 
=2 (7/')'/2 ((7w")'/>ー (7，，)'/2] +WsovP 

(9) 

となるから、種々の炭化水素中での国体への水の接触角

から r.，"とw..wpが計算される。図 lにマイカを試料に
し、アルカンを用いた場合を示す。これからマイカの

7 s"=30mJ/ m'、 W....p=lOOmJ/m'が得られる。 H

の代わりに、極性液体 (L)を用いると(7)式の代わりに

7sl.=7$+7ιー 2 (7 /' 7 1.")' /2  - W S 1. P UOl 

となるため、 (11)式が得られる。
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マイカ/水/アルカン系の湿潤

欠ける。定量的な測定としては、繊維を媛触角を測定す

べき液体に浸演して繊維にかかる張力を測定するものが

ある(テンシオメトリー)的。液体に浸潰している繊維

には、 重力、張力、および浮力があるが、張力 (T)は

繊維の周囲長をP、液体の表面張力を7、接触角をθと

すると

w SL l' = r 1. - r IV - r 1. IV cos 8 -2 (r s /) ) I /2 
(( r l.lJ) I ノ2ー Crw")'/2J+wsw/ 

クロロアルカン、ニトロアルカこんアルコールなどの極

性液体を用いてws./>を求め、 Cr ，-1')'/2に対しプロッ ト
すると直線性が成立し、極性相互作用にも幾何平均則が

適用されることを示す。勾配を基に求めた rsPは90

mJ/nfとなる。これらの値はマイカのへき聞から求め

図 l

d
u
H
 

h
H
uw
 

U2) 

で表すことが出来る。重力は気相中で測定でき、 i手力は

繊維径{こもよるが強化問に用いる繊維では、他のニカに

較べて 1/1000程度なので無視できる。したがって、液

栂中と気相中で繊維にかかる力の差がTとなる。周囲長

Pは表面強力がOになるような液体により同様な測定を

して求めると、有限な接触角を有す液体での6を求める

T=P r cosθ 

ことができる。

複合材料強化用の繊維の多くは無機系材料であり通常

の液体の接触角はOになる。そのため、 繊維の場合にも

二液系での測定が有効である。繊維を液体L，およびL2

を含む系に浸漬させ(図2)、液面を変化させることに

よる繊維にかかる力の変化を測定すると、繊維の下端が

-5-

4. 繊維の表面白白エネルギー

繊維強化複合材料においても、その強度を支配する因

子の一つは繊維ーマトリックス界面の付着強度であり、

繊維の表面白血エネルギーが重要なパラメーターとむる。

繊維の場合も接触角測定による自由エネルギーの決定が

可能であるが形態から生ずる測定方法に問題がある。

平板状試料では、 静滴法や傾斜法などで行われるが、

繊維では適用できない。簡便法としては、液体を霧状に

して繊維に付着して撮影したり、毛細管に繊維を充損し

液体の上昇速度を測定する方法があるが、共に定量性に

た値とよく一致する。
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二液系中の繊維にかかる力図2
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L，Lz界面の前後で6.P，だけ変化する。

6. P ， = P r /，' /， 2 cos e SI-2//， ， U3) 

L2として水 (W)、L，として各種アルカン (H)を用い

て、ガラス繊維による測定を行い、 (9)式にもとずいてプ

ロットすると図3のような直線性が得られる。 L2とし

て、ホルムアミドあるいはエチレングリコールを用いて

も、同様に直線関係が得られ、それぞれの系からγJ、

および極性相互作用Wnl'の値を得る。未処理およびア

ミノシラン処理ガラス繊維について、得られた値を表l

に示す。 ySOの値はアミノシラン処理により低下し有機

宮能基の特性が示される。ベンゼンおよびニトロプロパ

ンでのWs/'の値は、7}<.をL，にして求めたものである。

WSLI'の(r L")'ノ2依存性は図 4のようになり、極性相

互作用も幾何平均で示されることが明らかである。図の

勾配より求めたrSl>の値は、未処理物で22、アミノシラ

ン処理物で25mJ/n:iで、ある。後者の極性はアミノ基に

由来するものであることが水の吸着データから示唆され

る。

炭素繊維についても、無サイジング (AFN)、気相酸

化 (AFGO)、液相酸化 (AFLO)、および各々の水素

還元物AFGOHとAFLOHにかんして同様な測定を行

い、表面官能基との関係を調べた '0)0 L，としてはホル

ムアミド、 L，としては各種アルカンを用い、分散相互

作用および極性相互作用ともに幾何平均則が成立すると

して、 rSOおよびrsl'を計算した。その結巣を表2に示

す。rsl>l立、酸化あるいは遼元によりほとんど変化せず、

非品質部分を有す固体炭素表面固有の性質を表している

ものと思われる。 一方、 rsl'は酸化により増加し、還元

により減少して表面官能基による影響を受けている。表

面状態をESCAにより調べると、気相酸化したものでは

含酸素官能基として水酸基(恐らくフェノール性水酸基)

を有するのに対し、液相酸化物ではさらにカルボキシル

基を有すことが示され、これが後者の高い極性に寄与し

ているものと思われる。 ESCAにより定量した各種炭素

繊維の表層部の原子比 CO)/CC)と表面極性 (r sPと

(rs"+rsっとの比)とは図5のように直線関係にあ

表 1(a) 未処理ガラス繊維

Liquids νg/mJ/n:i 

Benzene 

1-Nitropropane 

n・Alkane-Ethyleneglycol 28.0土 3

n-Alkane-Formamide 39.9土 5

n-Alkane-Water 32. O:!: 1 

Average 33 

Geometric m巴an vf=22 

表 1(bl アミノシラン処理ガラス繊維

Liquids 

Benzene 

1・Nitropropane

n-Alkane-Ethyleneglycol 

n-Alkane-Glycerol 

n-Alkane-Formamide 

n-Alkane-Water 

Average 

Geometric mean 

vg/mJ/m' 

11. 6::!::0. 9 

13.6:!:2 

14.2士1.3

15.5士1.5

14 

ν;}=25 

-7-

W~I/mJ/rd 

1.0士i

21. 9::!:: 1 

31. 4士O.5 

47.3士1

85.0::!::0.3 

wJljmJ/ぱ

10. 4:!: 2 

22.2土2

35.1:!:0.5 

55. 1:!: 1 

45.9士O.5 

84.6士O.5 
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図4 未処理ガラス繊維の非分散相互作用

表2 炭素繊維の表面白白エネルギー

Fibers νS/mJ/m' 
レS νd s us p J>olarily 

AFN(FA-n・alkanes) iJO.5 32.0 S. ;j 0.21 

νc iJ3 

CEG/water) iJO. 8 27. 7 1:1. 1 

AFGO(F A-n-alkanes) ~ ll. ll :¥2. H 1 1. 7 O.2ti 

AFGOH(F A-n-alkanes) iJ2.1 :12.9 9. '2. 0.22 

AFLO(F A-n-alkanes) I¥S.7 32. 7 Iti.O (). :la 

vc 51 

(EG/water) fJO. 2 2.1. 5 25. 7 

AFLOH(FA-n・alkanes) iJ 1. 8 33. 3 日.5 0.20 

vc 46 

CEG/water) 1¥8.0 38.8 日.2

-8-
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炭素繊維の極性と表面(0)I (C)原子比図 5

炭素繊維ーエポキシ樹脂の付着仕事(WA)と界面セン断強度(r)表3

τIMPa W A ImJ/nf Fibers 

26.5 84.4 AFN 

39. 2 88.1 AFGO 

35.3 86.0 AFGOH 

48.1 91. 0 AFLO 

べるものでぬる。

固定相と移動相との聞の分配係数に対するクロマトグ

ラフ理論および吸着の熱力学より、吸着の自由エネル

ギー (elGAO)は保持容量 (Vg)と次の関係にある。

elG"O= -RTLnVg+RTLnK u4¥ 

ここで、 Kは標準状態に関連する定数である。 dGAOと

付着仕事Wとの関係より、 各種アルカンのeIG A 0を測定

することにより式回を用いて固体のrs"を求めることが

29.4 

り、極性が表面の含酸素官能基に由来することがPfi.らか

である。これらの繊維とエポキシ樹脂との複合系を作製

しその界面せん断強度を工学的に測定すると、その値は

繊維とエポキシ樹脂の表面白由エネルギ ーをもとに式(4)

85.8 AFLOH 

により計算した界面付着仕事と、表3のように良い相関

性を示す。つまり、工学的強度が熱力学的な可逆仕事に

関係していることを示唆している。

ú~ 

できる。

elGAO (C.H2...2) - elGAo CC.+，H2.H) 
= 2 N a C/l2 (r CII2 r 5D) I月

a CII，はアルカン中のメチレン鎖の占有断面積である。
式闘は各種アルカンのC数とそのLnVgが直線関係にあ

インパースガスクロマトグラフィ ーによる織継の表5. 

-9ー

面白白エネルギー

インパースガスクロマトグラフィ ーとは、解析すべき

固体をクロマ トグラ フの固定相として、 適当なプロープ

分子を注入しその保持容量などから固体表面の状態を調



がある場合には、アルカンで得られた直線性からずれて

くる。図7はガラス繊維の場合で横輸は各プロープの蒸

気圧の対数である。極性プローブについてのLnVgと同

じ蒸気圧の仮想アルカンのLnVg(，.れとの差を、非

ることを示すが、ガラス繊維においては図6のようにな

るIJ)。この勾配からガラス繊維の7J》を計算すること

ができる。

一方、極性プロープを用いると固体と非分散相互作用
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6. 今後の展望

複合材料と付着の問題については最近研究を始めたば

かりでデータの蓄積は少ないが、界面化学的に得られる

分散相互作用とみなせる。その大きさを極性プロープの

電子供与性の尺度であるドナー数(DN)にたいしプロッ

トすると図8のようになり、その勾配は固体の電子受容

パラメ ーターから工学的な強度が予測されることは興味

深い。現在は繊維以外にも拡張し、 また非分散相互作用

性 (酸性)の尺度となる。図8で明らかなように、各種

シランカップリング剣で処理したガラス繊維は処理剤に

の定量化を行っている。対応して酸 (塩基、中)性を示すようになる。

10 
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6 、、、
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ω』
}
O
〉
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ト
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了一
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「
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-
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各種シラン処理ガラス繊維の非分散栂互作用

Sci..267， 637 (1989) 

10) KTsutsuni， S. Ishida arrl KS1it削 a，ibid， 268， 
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技術ハイライト
1. まえがき

高感度熱測定による粉体表面の化学的相互作用の研究

は、最近著しく盛んになってきました。熱測定機器は、

大きく分けて、走査カロリメ トリーおよび等温カロリメ

トリーに分類できます。さらに、等混カロリメトリ ーは

パッチ型とフロー型に大別されます。特に近年のフロー

フローマイクロカロリメトリーに
よる研究

日本ベル株式会社

仲井和之

MICROSCAL FLOW MICROCALORIMETER 
The System 

MICROPUMP 11 
or 

MASS FLOW CONTROU玉R11 

LOOP 
1凡JEcnON
V札¥fE

4・・ーーーー

CHANGEOVER 

VALVE 

咽・・-ーーーーーーーー

ーーーーーーーーーー・ー

Adsorbent 
BLOCK 
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& 
MON庁OR

4噌一一ーー
ーーーー'ー

OPllONAL DOWNSTREAM 
DE1ECTOR 

MICROPUMP 12 
or 

MASS FLOW CONTROLLER 12 

Q( other 

DATA 
PROCESSING 

図 1 フローマイクロカロリメ ータ一装置図
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た。

2. 測定装置

フローマイクロカロリメーターの測定は発展し1¥現

在では4.2μJの熱ピークを検出できるようになりま し

た。測定セルの織造は、図 1に示すように流体中の試料

が温度検出センサーに密接し、 試料は上部流入コネク

ターと下部流出コネクターを外すだけで簡単に取り替え

る事が出来ます。

カロリメ ーターは測定法および理論の進歩により研究範

囲が益々拡大しています。フロー型の特徴として味、吸

着だけでなく脱者熱が測れ、パッチ型に比べ測定時間が

短いことなどが上げられます。以下lこフローマイクロカ

ロリメーターの装置、そしてその研究結果をまとめまし

表 l

試 車ヰ
BET N 2 Surface Heat of CO2 Estimated surface 
Area，nflg Adsorption，J/g Area，rd/g 

Silica 10.0 o 22 standard 

Fe2 03 3. 7 0.09 3. 7 

Kaolin 9.0 o. 20 9.0 

Alumina 1 80 1.6 72. 7 

Alumina 2 180 3.5 159. 1 

caloriMeter Monitoring・GrapllicalOutput -Relative Data 4 

ExperiMent_~aMe: .G~~RUH_____ S~~pl ， .weight_ 9，158Q Resol~tioo .t iMe.l ~~c 
Start TiMe: 1:45 TITLE: C02 Ads， on Quartz Stop TiMe: 11:39 

C02 Ads #1 1QQMJ Calihration 民
個
、
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ハI
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C02 Ads #2 

図2 ガス吸脱者熱
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測定中は、流体は試料を通して安定した流動状態とな

り、この流れはヘリウムや無極性液体のようなキャリ

ヤ一流体から吸着質を含む液体へと簡単に切り換えられ

ます。

この装置の感度は、非常に高いため、流れの不安定さ

がil!IJ定の結果を唆昧にするので、流れを安定に保つこと

が必要です。 このため、液体ではテフロンプランジャー

とマイクロポンプを、また気体では質量流量制御器を用

います。

3 .二酸化炭素吸着

ごく最近のフローマイクロカロリ メーターの進歩のー

っとしては、気棺中での吸着熱の測定があります。この

測定例のーっとして、図2に示すようにヘリウムをキャ

リヤーガスとして、適当な試料への二酸化炭素の吸着熱

を測定し、室温での比表面積の迅速且つ正確な測定が出

来ます。表 lでは比表面積10.0n:i/gのシリカを参照物
質として、各種粉体への二酸化炭素の積分吸着熱から求

めた比表面積を示しますが、これらの値はBETNz比表

面積と驚くほど一致しています。

50 

、句、
J 

S 40 
-ー司圃，
a 
、圃。
ω 
"'c 30 
同
切回・。
噌園，

伺

~ 20 。
〉
-ー噌・4
司

一~ 10 
I I = コ

仁〉

。。 5 

この気体吸着熱の測定法には次のような特徴がありま

す。

.(1) 吸着、脱着平衡に早く到達します。(通常30分以

内〉

(2) 気体混合熱は無視できるので、補正の必要はあり

ませんo

4 .アルコール吸着による細孔分布の測定

A. J. Groszekの液相吸着に関する活発な研究により、

細孔構造と細孔係分布についての迅速Eつ正確な情報が

得られるようになりました。すなわち、固体表面上の極

性基とアルコールとの親和性の研究結果がかなり集ま

り2ヘこれらの経験の中で、液棺中でnーブタノールは

吸着分子断面積が小さく 、多分子層を形成しないので、

微細孔の多い物質の場合に有効であることが分かりまし

た。同様に、分岐アルコ ール (t-butanol)の微細孔

への吸着拡散の程度を測定することもできます。微細孔

の直窪より大きい分子の吸着熱は、より小さい分子の吸

着熱よりも小さいので、その差は微細孔に関する重要な

情報を提供します。

n-butanol 

Tert butyl alcohol 

10 15 20 

Concentration of alcohol in n-C7(g/litre) 

Figure 3 Adsorption of alcohols onto M F 1 -Zeolite 17 from n-heptane. 
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以下にZMS-5ゼオライトの例を述べます。図3を

見ると、 n-butanolの吸着熱等温線はt-butano1のそ

れよりもずっと大きく、この結果はこの物質の細孔径が

0.65nmよりも小さいことを示します。

5. 脱ミネラル石炭表面の極性およびべーサル面

サイトの活性炭粒度への影響

吸着剤の粒度はアルコールの吸着熱に深い関係があり

ます。粒度を小さくすると比表面積が増加し、従って吸

着熱が増加します。これらの測定結果と、n-dotriacon-

tane ( n - C ~2H66) のべーサル面 (グラファイト層と

平行な面)への吸着熱を比べると、興味ある結果が得ら

れます。図4にカーボンファイパーについての結果を示

します。この物質2種類についに二酸化炭素吸着のデー

タを4稜の違う粒度のものについて比べると、二つの事

実に気が付きます。(表 2) 

a) CO2吸着熱l;J:n-butanolおよひ(n-ethan巴の吸着熱

から考えられる表面積よりかなり大きい。

b)この事からこの物質の細孔径は0.5nm以下であるこ

とが分かります。

非多孔体について求められた比表面積と二酸化炭素吸

着熱との此を利用すると、これらの炭の比表面積は100

-200nf/gであることが分かります。

6 .ファイパーのFMCによる研究

ボビンアタッチメントに長繊維、フィラメン卜、リポ

表 2

Heat of 2g/1 Heat of 2 g/I Heat of C02 
試料 n-butanol ad- n-ethane adsor- 粒度範囲 adsorption 

sorption (J / g ) ption(J/g) CJ/g) 

C1A 0.0099 0001 250-297 2 08 

C1B 0.0170 0.0083 177・200 1 99 

C1C 0.0149 0.0192 125-149 3.17 

CID 0.0278 O. 002 89・115 3.20 

C2A 0.0218 00065 250-297 L 84 

C2B o. 0494 00038 177-200 3. 79 

C2C 0.0319 0.0032 125-149 2 75 

C2D 0.0310 0.0018 89-105 L 90 

表 3

吸 着- 剤
吸着熱 極性表面積

n -ブタノール 2g/l mJ/g rri /g 

ク'ラフォン 22. 2 標準

カーボン

木 *~ 

72.2 0.48 

156.0 1. 04 
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d
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図4 カーボンファイパーへのn-butanolとn-dotriacontaneの吸着熱

ンなどを巻き付け、重量計量後、セル内にセットすると、

標準的な手順で吸着熱を容易に測定することが出来ます。

吸着熱の検量標準として、極性表面積0.15nf/gのグラ

フォンを用いると、木綿繊維などについて表3の結果が

得られました。

カーボンファイパーでは石炭および炭素表面について

の結果2)を利用することが出来ます。すなわち、極性面

とべーサル面をわけで、発熱、量を表面積に換算すること

が出来ます。

7 .あとがき

以上、フロ ーマイクロカロリメ ー タ ー の~Jf究例につい

て簡単に紹介しました。分析装置には、確かに精度 ・再

現性 ・確度が必要である。しかし、私が思うに最も重要

なことは、その装置を使う研究者がその測定原理をいか

に知り、その研究目的にあった使い方をすることが重要

なことではないかと考えます。最近コンビュータによる

自動分析機器が培えた中で今一度装置を見直し、測定の

アプリケーションを増やしてみてはどうであろうか。
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どちらが長く

1ドル360円、未だ日本人が飛行機の中で欽んだウイ

スキーの代金をノマーサーから請求されて、言葉が分らず

にあわて、いくら金をもっているのかと尋ねられたと勘

違いして、腹巻をぐるぐる解きだしたところを見かねた

隣の人から、酒代を払えと言っているんだよと教えられ、

はっとひと安心してほろ酔いの顔を更に赤くしてあたり

を恥かしげにそっと見まわしていた頃のことである。

私は当時未だ東ノfキスタンであったパングラディッ

シュのチッタゴンからビルマ寄りにソープを100キロで

とばし 2時間程奥地に入ったチャンドラゴーナ(月の丘)

のカルナつり(耳環))11に隣接した製紙工場の漆剤回収

装置のスーパーヴァィザーの仕事に従事していた。着任

早々もの珍らしく)11に沿って開けたバザールの干魚屋、

果物屋、衣類屋 (ルンギと称する男の腰巻布を売ってい

る)、恐竜の看板を掲げた怪しげな薬屋などを一軒一軒

のぞきながら歩いていた。川の向側は{弗教徒のビルマ系

部族の集落が散在し、 こちら側の回教徒の町との聞をサ

ンパン(屋根付の小型渡し舟)がゆらゆらと往来していた。

夕暮れが近く市場は混雑しーどいた。見ると市場で買物を

しているのは男ばかりであるのに気が付いた。ぴんと

張った立派な髭を生やした男達が買物簡を下げ届先で何

やら穀物を手のひらにのせて吟味している、と見れば道

の中央を仲よく手をつないだ中年の男達が幾組も歩いて

いた。後で知ったが、女は結婚すると殆ど家の中にいて

亭主以外に顔を見せない。時たま昼間に外へ出る時は黒

いヴェールをかぶった上、日|徐の黒いこうも り傘を差し

ている、黒頭巾である。宗教心の強い国柄施し物をする

ので物乞が多い。物乞も人怖じしていなし、。バザールの

道端に坐って向いの必屋根の喫茶庖のボーイを手招きし

てミルク入りの紅茶を持って来させ前の銭血から硬貨を

取り出して払っていた。ある時物乞の前で帽子を逆さに

してボクシーシー (金をくれ)と言勺たら銭皿ごと金を

あけてくれようとした。;j;)、おらかである。

建設工事も大分進んだ頃ラマダン (断食月間)が来た。

夜中の 2時頃煮豆を少し食べるだけで臼中は水も飲まな

い。現場では技術者逮は喉の渇くことをおそれて物を言

わなくなり、労働者は坐りこんでお祈りばかりしている。

異教徒たる日本人が祈っている人の 1m以内に近ずく こ

とは許されなし、。所詮、工程は中断である。ラマ夕、ン明

けはお祭りである。家々の前に杭を立て牛をつなぐ。牛

が買えない人は山羊をつなぐ。朝の8時頃、白装束の右

手に力を持った男がやって来て、一軒づっ口にコーラン

の文句を唱えながら牛の喉笛を切って回る。牛は黙って

喉を切られ血を流して草地に倒れる。隣の牛もおとなし

く自分の番の来るのを待っている。あきらめが悪いのは

黒い山羊である。数件先から逃れようとしてらがき出す。

暴れ回るのを人々が押えつけて首を切ってもらう。殺

した牛の3分の lはアラーの神に捧げ、次の3分の lは

貧しい人逮に施し残りは家族で食べる。保存のため辛い

カレーで煮込むことが多い。

現場にはクレーンはない。蒸留塔架橋を連てる時は先

ずポールを立て寝かした架橋の頂部にワイヤーを掛け

ポールの頭の滑車を通して幾本かのロープに分け 100

人以上の男が、へイサ一、ヘイサーと掛け声をかけなが

ら引ゥ張り立派に建ち上げた。鉄骨の上に登ってワイ

ヤー操作をしている男達の写真を撮り彼等にやったとこ

ろ一人が写真を持って 「何故、俺の顔を黒く撮ったJと

文句を言って来た。人種的に混合されているので顔の色

は白いのから褐色、民黒までまちまちである。しかし少

しでも白い方が良いらしい。 配管のルートを指示してい

る時であった。巻尺を後ろに置いて上を向いて説明した

後、振り向くと巻尺はもう無かった。そこにいる人選は

限られている。誰がとったのかと聞いても皆「知らない」

と答える。

連帯感は強いのである。

装置が完成しオペレーターが配属された。

彼等は皆ヒンズー教徒であった。ヒンズー教徒は回教

徒に比べて穏やかである。しかし時々計器パネルの押釦

が無くなるのには困った。色がきれいなので子供の玩具

に持って帰るのである。工場の竣工式の時正午に全員に

甘い菓子が配られた。ある現場の一人が家族に持って帰

ろうと考え、 DANGERと警かれた高圧盤を見てここな

ら誰にもとられない安全な場所と考え中に隠した。午後

から通電されたため、夕方帰り際に盤内に手を入れた男

は感電し病院に運ばれたが腕を一本無くしたそうである。

気の毒な話である。そのような時代であった。

2年前、この装置が、その後の印パ紛争の際の爆撃に

もめげず、未だに稼働していると聞いてうれしかったが、

畿の飛びか交う月夜のバナナ畑の空地で笛と太鼓に合わ

せて踊った頃を思い浮かべ、己の年令に思い到り、どち

らが長く現役でいられるのかなと考えたことであった。

日鉄化工機株式会社エンジニアリング本部

SRエジニアリング部長飯田 泰滋

勺
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海外レポート

英，西独，仏の吸着科学関係の研
究室を訪問して

石川達雄

昨年10月から 2カ月間文部省夜外研究員として、英、

西独、仏の 3カ国を訪問した。今回は短期間のため、ま

とまった研究はできず、欧州でのコロイドおよび界商科

学の現状を知るのが目的であった。このレポートでは、

今回訪問した研究室の内で吸着科学に関係のあるところ

を紹介する。

最初は英国のBrunel大学のSing教授の研究室を訪問

した。教授は吸着分野では著名で、今更ここで紹介する

までもないが、最近の状況を簡単に述べることにする。

教授は1990年に引退されるが、引続き非常勤でBrunel

に留まるそうであった。私の訪れたときには、学生数も

少なく、指導はすでに他の人がしており、教授は後かた

づけで忙しそうであった。研究室には、吸着装置が新し

いものから古いものまでいろいろな種類があり、吸着装

置の発展の歴史を伺い知ることができる。その中でも、

教授がBrunelに移ったときに作った重量スプリング天

秤は今でも使われている。感度を上げるために、スプリ

ングは長くその外筒は実験台から天井近くまである。重

量に対する直線性をだすためスプリングのスパイラル径

に変化をもたせるなど、いろいろな工夫がなされている。

市販の自動吸着装置も何台もあり休みなく動いていたが、

連続導入式の装置は気体の導入速度によって吸着量が違

うので、吸着媒ごとに条件を決めねばならず、学生は使

うのを嫌っていた。とくに、多孔性固体で精密さが必要

なときは、この方式は使うのが難しいようであった。 Si

ng教授の研究室で、現校扱っている主なものは、マイク

ロ孔炭素繊維、ゼオライト、炭酸カルシウムであった。

ゼオライトは、 ECプロジェクトとして、 Yohannes-Gu・

tenberg大学(西独〉のUnger教授、 C.N. R. S (仏)

のRuqueroU導土と共同研究をしている。これらの研究

室の間で学生の交換が行われ、私がRuquerol博士のと

ころを訪れたとき、 Brunelから来た学生がゼオライ ト

への気体の吸着熱の損IJ定を行っていた。ヨーロッパでは

国内、国際間の共同研究が活発で、学生の交流も盛んで

ある。わが国では国内の大学問ですら共同研究はあまり

行われていない。研究設備の有効利用、学まの教育など

から見て、このような共同研究ができるようになって欲し

し、。

ロンドンに滞在中、いくつかの大学、会社の研究所を

訪問した。その中で、 Bristol大学を紹介する。 Bristol

はロンドンから電車で1時間半ほどの西にあり、大学は

急な斜面に建っている。化学教室は非常に大きく、内容

も大変充実している。私が訪れたのは、 Vincent博士の

ところごある。一年ほと‘前交通事故に遭われたとのこと

で心配していたが、いたって元気であった。この教室に

は、コロイド科学関係ではEverettとOttewill教授がお

られ、 Everett教授にはお会いすることになっていたが、

ご病気で私の着く前に秘書に付き添われて帰られたとの

ことであった。 Ottewill教授は外国出張でお会いできな

かった。Vincent博土の研究室では、タンパク質から細

菌までのいろいろな高分子や生体物質の吸着を研究して

いる。水溶液からの高分子の吸着を赤外分光で調べてい

たのは、大変参考になった。また、大きさの違う二種類

の単分散粒子を使って、大きな粒子表面への小さな粒子

の付着数を電顕で測定し、粒子濃度、表面電荷などとの

関係から、吸着等温線に似たいろいろなタイプの曲線を

求めている。この仕事は吸着とくに液相吸着のモデルと

して興味がある。この他、分散系の安定性と吸着に関す

る理論的、実験的研究が行われている。Vincent博士は、

現在英国でのコロイドおよび界面科学関係の学会の世話

を任され、非常に多忙のようであった。

以前から是非行ってみたいと思っていたRoyallnstitu-

tionを訪れることができた。この研究所はロント‘ンの中

心部にあり、古めかしい建物で、人に場所を聞いても判

らず捺すのに苦労した。ご存じのようにこの研究所には

Davey， Faradayなどの有名な科学者たちが教授を勤

め、その伝統は現在でも引き継がれている。私が訪れた

とき、偶然入口で触媒化学で有名なThomas教授にお

会いした。以前にClarkson大学でお会いしたこ とがあ

るが、 appointmentを取っていなかったし、丁度出か

けられるところだったので、挨拶だけで別れた。この研

究所の地下にはFaraday博物館があり、 Faradayの実

験室、使用した実験器具やノートが展示されていた。彼

の数々の有名な発見に使われた器異を自の前に感激した。

また、彼が作ったと伝えられる今なお安定な金コロイド

は、コロイドを専門にしている私にとっで非常に興味が

あった。 一般の人たちにはあまり関心がなく、その日の

入場者は私一人であった。化学に関心のある方は是非と

も行かれるとよい。ただ、始まるのは午後2時からなの

で不便である。

ロン".ンからスコットランド‘のDundeelこ移動した。

ここはEdinb'urghから電車で約 1時間のところにあり、

入り江に面した静かな町ど、ある。近くには、ゴルフ好き

の方なら誰でもご存じのSt.Andrewsゴルフコースがあ
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る。日本からもプレイヤーが大勢来るそうである。この

町は、南極探検をしたScottで知られ、港には当時の

Discovery号が展示されている。私の泊まったホテルで

探検の送別式が行われたそうである。 Dundee大学は学

生数約2万で百年近くの伝統がある。今回訪れたところ

は、赤外分光法による吸着の研究で知られるRochester

教授の研究室である。化学教室はそれほど大きくなく、

教授2名を含む約20名の職員がいる。教室の入口には、

歴代の教授の写真を掲げており、その中には若かりし日

のEverett教授がいた。 Rochester教授は現在主任をし

ており、忙しく飛び回っていた。教授の研究室では、赤

外分光法によっていろいろな固体への分子の吸着を活発

に研究している。教授は忙しく、ほとんどの学生の世話

をしていないようであったが、このように多くの論文を

発表できるのは、学生が大変な勉強家であるからであろ

う。暇を見ては論文を読んでおり、暇さえあればマンガ

を読んでいる日本の学生とはおお違いである。学生間で

もいつも研究に関する議論が行われており、チームワー

クがうまく取れている。教授自身もいい学生を集めるの

に苦労していると言っておられた。研究室にはFT-1 

Rが5、6台あり、 7人の学生が熱心に実験をしていた。

固体は、主として金属酸化物で 1R測定はself-suport-

ing diskを用いた透過法である。直径2cmの試料をdisk

に非常にうまく成形するのには感心させられた。拡散反

射法のセルもあったがほとんど使っていないようであっ

た。 l吸器させる気体は、最近では窒素酸化物、硫黄化合

物、炭紫酸化物など湾境関係の物質を使っているようで

ある。これと平行して、触媒反応に関連した物質ら扱っ

ている。

Dundeeのつぎには西独に移り、BochllmにあるRlIhr

大学のFindenegg教授を訪れた。このあたりは普は炭

田であ勺たが、石炭(;1.採り尽くされ現在では炭田は北部

に移っている。この大学は、約20年前にできた比較的新

しい大学で、日本でもよく見られるような校舎が建ち並

んでいる。学生数が約3万の大きな大学である。学部の

化学は一学年200名の入・さな学科である。 Findenegg教

授は物理化学の研究室をも勺ており、院性ぽ19名で、こ

れを教授ひとりで抱導している。 研究の対象は広く、固

体一気体に限らずいろいろいの界面での吸着現象を研究

している。国体は炭索が主で、吸着質としては液相では

界面活性剤が、気相では有機物が使われている。非イオ

ン性界面活性剤の炭素への吸着を熱海IJ定やクロマトで研

究し、新しい吸管機構を提案している。気相吸着ーでは、

高圧での吸着、質量分析計を用いた混合気体の吸着ーの研

究を行っている。液-11夜、気ー液界面での吸着-((;t.界面

張カ測定、界面での光りの反射スペクトル、エマルショ

ンの光散乱など興味ある研究が行われている。 Findene

gg教授はほとんど研究室にいて、学生を細かく指導し

ているようであった。西独では、 英国と途い教授が大勢

いるので、学内での雑閣の負担(j:比較的少なく、また固

からの研究費も十分あるため、教授が学外に出る必要は

余りないようである。研究教育設備も非常に充実してお

り、うらやましい限りで、わが国の文教政策の貧弱さを

痛感した。

西独の次は、北部仏のNancyにあるC.R.S.V.M.

(Centre de Recherche sur la Valorisation 

des Minerais)のCases博士の研究室を訪問した。こ

の研究所は Nancy1大学内にあり、選鉱の研究を目

的としている。Cases博士の研究室では、粘土鉱物など

のいろいろな鉱物の構造と性質を調べている。たとえば、

細孔構造、吸着特性、固体表面及び細孔内での水の構造

などをいろいろな方法で研究している。また、鉱物の浮

遊選鉱に関連して、分散安定性、活性如!の吸着、ミセル

形成などを研究している。同じ研究所内にあるBottero

博士のところでは、水処理に関する研究が行われ、アル

ミニウムや鉄イオン水溶液をSORを使ったEXAFSとx
tit小角散乱によって調べている。 Cases博士の研究室に

は、学生のほかに5人の研究員がおり、大学にくらべ研

究ははかどっていた。研究設備もかなり充実している。

仏ではほとんどの大学にC.N. R. S. (Cetre National 

de la Recherche Scientifique)の研究所が併設されて

おり、大学の教授を兼ねた研究員も多い。学生は研究所

の優れた設備で研究ができるので、教育研究成果があが

る。一方、研究所のほうは若い学生の働きにより、研究

成果を上げることができる。わが国でも、省庁間のセク

ト主義をやめ、国立の研究所と大学との交流をもっと深

めるべきであろう。我々のような貧弱な設備で研究を続

けている者にと っては、とくにこのように感ぜられる。

最後に、南仏のMaseil1eにあるC.N. R. S.のC.T.M.

CCentre de Thermodynamique et de Microcalori-

Irl~LI'ic )のRuque，.ul博上の研究室を紹介する。この研
究所での熱dllJ定は現在世界最高のレベルにある。有名な

Tian-Cah叫の熱量計もここで作られている。研究室

のメンバーは博士の奥様であるRuquerol教授 (Pro-ve

nce大学)のほか、研究員 3名と学生4名であった。現

在この研究室では、多孔性国体への気相及び1夜相吸着を

熱海IJ定により調べている。たとえば、ここで開発した熱

量計を使って、ゼオライト、金属酸化物ゲルへの窒素や

アルゴンの吸着称、を液体窒素温度で測定して、新しい興

味ある事実を発見している。
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この他、仏ではMontpellier大学のPartyka博士の研

究室と、以前にClarkson大学で私と同じ研究室にいた

ことのあるBordeaux大学国体化学研究所のSalmon教

授を訪問した。これらはスペースの都合で割愛させて頂

きます。

今回の訪問で感じたのは、欧州では地味な研究も着実

に進められており、また独創的な研究ができる雰囲気が

とこでも漂っていることである。このことは大きな収穫

であった。

写真 1 Faradayの実験室

写真2 Rochester教授と筆者

所 属:大阪教育大学化学教室、

〒543 大阪市天王寺区南何掘町4-88、電話 06-771-8131 (内線)226. 

著者略歴-昭和42年に東京理科大学大学院修士課程終了一千葉大学理学部助教授、 Clarkson大

学博士研究員などを経て、昭和62年より大阪教育大学教育学部教授

趣 味.絵画、映画鑑賞。
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書名:Adsorption Engineering 

著者:Motoyuki Suzuki 

出版社 :Kodansha and Elsevier 

本書は我々の学会である日本吸着学会の会員かっ重鎮

である鈴木基之東大教授が20年の長い年月に渡る吸着現

象に関する自らの研究成果を主主にしてまとめあげた大著

である。吸着工学に関するこれ程の英文による普官・は日

本においては初めてであろうと思われ著者の吸着い対す

る情熱に敬服するものである。本容は以下のように全部

で12章からなり読者の選択によりどの章から読み初めて

もよいように工夫されている。

第 1:章Introduction，第 2iまPorousAdsorbents， 

第 3章AdsorptionEquilibrium. 第 4章Diffusion

in Porous Particles，第 5.4tKinetics of Adsorption 

in a VesseJ，第 6章Kinetics of Adsorption in a 

Columm -Chromatographic Analysis，第7i;tKine-

tics 01' Adsorption in a Colum m -Breakthrough 

Curves，第 8章 HeatEffect in Adsorption Opera-

tion. 第 9 宣言Regeneralionof Spent Adsorbenl， 

第10章ChromaiographicSeparation. 第11ま1:Pres-

sure Swing Adsorption，第12章Adsorptionfor E 

n-ergy Transport 

第 11まの序論に次いで第2l;i:では活性炭に代表される

疎水性吸着剤からゼオライト. ヒドロキシアパタイト等

の各種親水性吸着剤の紹介とそれらl吸着剤の細孔分布、

表面積の測定法が述べられている。第3章では吸着現象

を理解するのに是非とも必要な f吸着平衡Jに関する基

本的な記述がなされている。第4掌は吸着現象のもう 1

つの重要なファクターである「吸着速度J、すなわち多

孔質吸着剤内での吸着賓の拡散速度に関して基本的な立

場から論ぜられている。第5j営では回分吸着の取り汲い

に関して綴伴槽内の液濃度が一定の場合 (槽容積が無限

大の場合)と波及τ変化がある有限憎の場合!こ-hいて夫与
の吸着速度過程を支配する因子である粒子内拡散係数の

求め方が詳細に論ぜられている。特にP.91-111の内容

は鈴木教授の優れた研究成果を基に記述されており是非

読破して頂きたい。第6章11第5章の自分吸器と並んで

重要であるカラム吸着に関して鈴木教授が吸着研究を開

始するきっかけとなうたカリ フォルニア大・デーピス校

のJ.M. Smith教授との出合の頃からの研究成果も含め

て詳細に述べられている。第11創立カラム吸着法の破過

曲線の位置と形を決めるのは吸着平衡(吸着容最)と吸

者j車度であるとの基木概念に基いて、線形、非線形平衡

系における破過曲線に関して種々のモデルを活用して明

解に解析している。第81まは吸着過程における熱効果に

ついて遊べてあり、第9章は使用ずみ吸着斉IJの再生、再

利用に閲して言及している。第 10章では実用的な意味

で重要なクロマ卜分離操作に関して最近の話題も含め簡

潔に論じである。第 11:章と第 12章では吸着現象の新

しい活用法に関して述べてある。すなわち、 第 11章で

は圧力の上げ下げによって吸着量がガスの種類によって

異なる現象を利用してガス分離を行う庄力スイ ング吸着

に関して、また第 1:l詣では吸着エネルギーを利用する

吸着冷房、ヒー トポンプ等に関して言及している。

以 tで各章の簡単な紹介を終えるが、本書には環境浄

化手法としての吸器現象の活用に関する記述もあり、 1吸

着に関心のある研究者、技術者、学生諸氏のみならず、

今後ますます重要性が増すであろう環境問題に関心のあ

る諸氏にも是非読んで頂きたいと念じている。

Adsorption News 編集委員長 鈴木 喬

官
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護弱お
住友重機織エンバイロテック株式会社

時代と共に変化する産業構造。この変化にともない水

に対する需要の質、産業廃水環境も大きく変わって来ま

した。住友重機械エンパイロテックは、水処理と分離技

術の総合エンジニアリング会社として早くからこれらの

ニーズに対応すべく、生産設備及び7J(処理単体機械を含

め各種廃水処理から用水、純7l<、超純水に至る迄、広範

囲にわたって新技術、新プロセスの開発に取り組み多く

の実績を残して来ました。分限技術に関しては、水平ベ

ルトフィルターなどによる田被分離からセラミックスに

よる膜分離など、汚泥処理分野から生産分野迄各方面で

多彩に活用され、住友の技術として高く評価されていま

す。

当社は級会社の住友重機械工業側平塚研究所との共同

開発を含め、次のようなl吸折、分離関係の技術開発と実

用化を行ってまいりましたのでご紹介します。

1. 擬似移動床式クロマト分離装置

液体ク ロマトグラフィーによる連続分離を工業的に実

現した装置です。

異性化絡やオリゴ絡の高純度化、核酸関連物質の分離、

アミノ酸・有機般の分離、石油精製関係での異性体分離

や油脂類など非水系での分離等、食品 ・医薬品 ・一般化

学品 ・バイオ生産物質その他の幅広い分野で適用可能で

す。従来のパッチ式分隊に比べ、充脱却lの利用効率が高

く、溶雛1夜の使用量;も少いので低コストで高純度分離を

行うことが出来ます。従って、従来は高コストのため工

業的分離が不可能であった成分の高純度化や廃棄してい

た成分の回収が可能となりました。

当社では小型テスト装置 (充填:ID:400-3000mi)及び

パイロット装置(充槌量90k? )を保有し、各種の物質分

離の検討やサンプル周の受託分離にお応えしています。

今後、大いに期待される商品です。

2 .カーボセ ップ

ジルコニア ・セラミックス製の滋ife膜を用いた革新的

な11良外経過、精密総過システムです。有機膜を使用した

ゾステムに比較しではるかに厳しい燥作条件を設定する

ことができ、しかも膜の寿命は一層長いものとなりまし

た。原料の標準化 ・より完全な分離精製等により製品の

品質を改善し、安定させることが出来ます。

3 .活性炭

活性炭は現在吸荷剤としと広範囲に使用されています

が、当社では繰返し再生使用が出来る位状活性炭に早く

から注目し、下水道 ・産業廃水の高次処理、糖j夜、 MS

世
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j疑似移動床式クロマ卜分離装置
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カーボ、セップ

Gの精製 (脱色、)等の吸着設備及び使用済活性炭の再生

設備に長年の経験と多くの実績をつんで来ました。

最近では、上水の“おいしい7t<"づくりに活性炭を組

みd込んだプロセスを持って積極的に推進しています。

企画室主査鈴木邦夫

日本吸着学会賞の
創設のお知らせ

昨年11月の総会でご承認頂きました通り、本学会内に

日本吸着学会貨を創設することとなりました。この貨の

運用を有意義かっ確実なものとするために下記の通り趣

意書と表彰規程を定め、本年4月に開催された理事会の

承認を経て具体化する運びとなりました。

日本吸着学会賞

趣怠書

日本吸着学会は、吸着に関する研究および技術開発に

おいて、活発な活動を讃え、独創性に富んだ研究の進展

を助成することにより、科学技術の豊かな成果がもたら

されることをめざして日本吸着学会賞を設立する。

日本吸着学会表彰規程

第 1:条 日本吸着学会は吸着に関する科学技術の進展に

功績のあった者に対し顕彰を行う。

第 2条 表彰の対象は本学会の会員とし、賞俸に別に内

規に定める選考基準に照らして本学会内の学会賞

委員会が選考し、会長に推挙する。会長は理事会

の議を経て総会において表彰を行う。

第3条 本表彰に関する経費は学会内に設立する学会賞

基金により賄う。

学会賀基金は法人または個人の寄付または学会

の資産からの拠出をあて、その運用利子も加算す

る。

附 記本規程は平成2年 4月288における理事会決定

により平成2年度より実施される。

日本吸着学会奨励賞の応募受付

日本吸着会賞の 1っとして日本吸着学会奨励笈 (通

称 東洋カルゴン賞)を設立し、賞状および15万円程度

の副賞の授与をもって表彰することとなりました。この

表彰は本年度から開始しますu 対象者は受賞年度におい

て45才未満の研究者(大学、研究機関、企業)とし、本

年度は3名程度を選考する予定です。選考は過去3年間

に発表さ札た3件程度の論文に関して行います。

本奨励賞の対象者をご推薦下さい。自薦、 他薦のいず

れでも結構です。推薦される方は、対象者に関する下記

の事項および論文のコピーを 9月末までに事務局にご送

付下さいますようにお願い致します。

①氏名、@生年月日、③所属、④研究略歴、

⑤対象となる論文
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第 4回国際吸着会議
4-th International Conference on 

Fundamentals of Adsorption 

一論文募集一

主催 日本吸着学会 (JSA)

共俄 国際吸着学会(IAS)

化学工学会 (SCEJ)(予定)

臼本化学会 (CSJ)(予定)

IUPAC (予定)

第 4回国際吸着会議は1992年 5月17-22日に京都で下

記の通り開催の予定です。

今日吸着は、化学・生化学薬品の分離なども含めた多

くのプロセスやシステムを理解し設計するうえで極めて

重要であり、それゆえ技術者や科学者にとって非常に興

味深い分野です。石油・化学・医薬品産業においては既

に吸着の重要性は周知でありますが、近年のバイオテク

ノロジー ・バイオメディカル・生化学 ・環境・高分子工

学等の著しい発展によって、吸着の有用性はますます広

まったと言えましょう。吸普システムの最適設計、新し

い吸着剤の開発、またますますの応用分野の拡大に伴勺

て、吸着に対する理論的理解をさらに深め、より多くの

正確な実験データを得ることが必要になってきたと思わ

れます。研究開発のスピード.は世界的に驚くほどiまく

なってきており、その窓味でこの会議は時機を得て芭義

の深いものになると恩われます。

ここに、この会議における発表論文を募集します。論

文は広く吸着に関するものを口頭発表とポスタ一発表に

分けて募集しますが、;論命文のj採系否 .発表形式に勺

Scientific Adv引IS叩orηyBoardの決定に委ねられます。

ie 

日程 1992年 5月17臼 (日)-22日 (金)

会場 ホリデーイン京都

京都市左京区高野西IJ日町36

Conference Chairman 

M.Suzuki The University of Tokyo 

Tokyo， Japan 

Co-Chairman 

Ken S. W. Sing Brunel-The Uiversity of 

West London 

London， Great Britain 

Shivaji Sircar Air Products and Chemicals，Inc. 

Allentown， PA， United States 

Meiji UniversiLy 

Kawasaki， Japan 

Scientific Advisorv Board 

Y. Takeuchi 

Academy of Science of 

German Democratic Republic 

Berlin-Adlershof， 

German Democr. Rep. 

S. -T. Chiang NationalCentral University 

M. Bulow 

Taipei China 

G. Findenegg Ruhr-University 

Bochum， Federal republic 

of Germany 

S. Kondo Fukui Institute of Technology 

Fukui， Japan 

Hanjll Lee Yonsei University 

Seoul， Korea 

A. I. Liapis University of Missouri-Rolla 

Rolla， MO， United States 

Y. H. Ma Worcester Polytechnic Institute 

Worcester， MA， United States 

A. L. Myers University of Pennsylvania 

Philadelphia， PA， United States 

E. Richter Bergbau Forschllng GmbH， 

Federal Repllblic of Germany 

J. ROllquerol Centre National de 1a Recherche 

Scientifique， MarseiJle， France 

D. M. RlIthven University of New Brllnswick 

Fredericton， Canada 

R. Townsend Unilever Research 

Great Britain 

K. Tsutsllmi Toyohashi University 

of Technology 

Toyohashi， Japan 

K. K. Unger Johannes Gutenberg University 

Mainz， Federal Republic 

of Germany 

Pindong Wu Zhejiang University 

Hangzoll， China 

園内組織委員

岡崎守勢

近藤精一

鈴木喬

京都大学

福井工業大学

山梨大学

必
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鈴木基之

高石哲男

東京大学生産技術研究所

竹内港

堤和男

松村芳美

明治大学

豊橋技科大学

労働省産業医学研究所

プログラム担ー当

金子克美 千葉大学

山梨大学鈴木喬

鈴木基之 東京大学生産技術研究所

明治大学茅原一之

堤和男 豊橋技科大学

内容

1. Characteristics of Adsorbents 

Surface area， Pore size distribution， 

Micropore cbaracterizatipn， Heterogeneity， 

Tortuosity distribution. Characterization 

methods 

2. Novel Adsorbents 

Uses of new materials. Enhancement of 

heat and mass transport properties， 

mechanical durability， etc 

3. Adsorption Equilibrium 

Gas phase (Single or MlIlticomponent) 

Liquid phase (Single or Multicomponent) 

SlIpercritical phase 

Heats of adsorption 

New measlIrement techniques 

4. Adsorption Kinetics 

Mass transfer (Single or MlIlticomponent) 

Macropore. rnicropore and slIrface dif-

fusion 

Film mass transfer 

Axial dispersion 

IIeat transfer 

Heat conductioD 

Film heat transfer 

N ew measurement techniques 

5. Industrial Processes 

Fixed bed adsorption 

F1uidized bed adsorption 

Countercurrent and cyclic operations 

Pressure swing adsorption 

Sim111ated moving beds 

Continuous zone adsorption 

Desorption or regeneration processes 

Novel applications of adsorption processes 

Non -isothermal adsorption 

Problems encountered 

6. Biological Adsorption Systems 

Biospecificity 

Protein adsorption 

Bioproduct recovery 

Affinity chromatography 

Desorption and ell1tion methods 

Novel approaches 

Biomedical processes 

Artificial Kidneys 

Hemoperfusion systems 

上記の項目についての(a)デー夕、 (bl理論、 (c)モデル化や

シミュレーション、 (dl計算機の利用、 (e)設計や制御、 (f)

その他、に関する論文を募集します。

会議用語 英語

日程

1991年2月

1991年8月

1992年3月

申込方法

発表申込の論文要旨提出締切

発表の採否決定・通知

発表論文提出締切

所定の申込用紙に必要事項を記入の上、 A4用紙3枚以

内の英文要旨 (シングルスペースでタイプ)を添えて下

記までお申し込みください。

申込及び問い合わせ先

-25-

.103 東京都港区六本木7-22-1 

東京大学生産技術研究所

鈴木基乏

電話 03-402-6231内線2412

2413 (迫田〉

FAX 03-408-0593 



生研国際シンポジウム

「吸着分離の科学と工学」のご案内

吸着を利用するガスや液体の分離・ 精製はますますそ

の応用を広げています。近年の基礎研究、理論面での発

展にも目覚ましいものがあります。また、国際吸着学会

も発足し、我が国における1992年の国際吸着会議の開催

も計画中です。本シンポジウムは、吸着をこれまで仕事

や研究の対象とされてきた方々、これから勉強しようと

しておられる方々を対象に、国際的に指導的な立場で研

究を進めている方々が中心となり、この分野の最近の発

展を紹介して頂くと同時に、 2日間にわたる講演と討議、

貌隆会を通じて、相互の交流を深めようという目的で聞

かれるものです。なお、講演は英語ですが質疑応答には

通訳係を準備致します。多数御参加下さい。

主催 東京大学生産技術研究所

共催 日本吸器学会

開催日 平成3年 5月20日 (月)-21日 (火)

会場東京大学生産技術研究所第一会議室

東京都港区六本木7-22-1

電話 (03)402-6231 

交通 地下鉄千代田線乃木坂駅下車、徒歩約3分

予定プログラム (案)

Part 1 吸着分離プロセス一一一PSA

S. Sircar 

H. Richter 

川井利長

圧力スイング吸着の最近の

発展

分子筋炭素による圧力スイ

ング吸着

圧力・温度スイング吸着

Part IJ 吸器分離プロセス一一一クロマトグラフィー

K. K. Unger クロマト分離

A. S. T. Chiang 置換クロマト分離

D. M. Ruthven 向流・模緩向流移動層吸着

竹内 務 浴剤回収の最近の問題

Y.H.Ma 無機膜による反応、と分離

Pingdong Wu 超臨界流体による吸着剤の

再生

懇親会

Partill 吸着平衡と速度

小沢泉太郎 高圧平衡orZSMにおける

吸着

G. Findenegg j夜相吸着平衡

A. L. Myers ゼオライト空隙における吸

着のシミュレーション

A. 1. Liapis ネット ワークモデルによる

二元細孔吸着剤中の拡散

M. Bulow ゼオライト中の物質移動

PartN 吸着剤

近藤精一 シリカ吸着斉IJの特性

J. Rouquerol 吸着斉IJの熱的特性

Hanju Lee 成型ゼオライト

堤和男 疎水性ゼオライト

K. S. W. Sing 炭素吸器斉IJの細孔の発達

金子克美 活性炭素繊維

音羽利郎 スーパーカーボン

嘉数隆敬 窒素吸着性の炭素吸着剤

参加費(予定) 一般 30，000円

大学 ・研究機関 10.000円

申込方法

楽舎または同等の大きさの用紙に 『生研シンポジウム参

加申込j と題記して、氏名、 f勤務先 ・職名J連絡先

(邸便番号 ・住所 ・電話番号)を必ず明記の上お申し込

み下さい。

申込先

〒106 東京都港区六本木7-22-1

東京大学生産技術研究所

鈴木基之

電話 (03)402-6231 内線24日、 2412

FAX (03) 408-0593 

@降、、
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第 2回吸着討論会のお知らせ

昨年と同様に真夏の吸着討論会を開催いたしたく、ご

案内いたします。本年は下記の様に、会場を京都にいた

しました。開催日は大文字燐きの翌日です。四人の講師

の方々に、最近の研究の方向をお話しいただき、その後

充分に討論の時聞を持ちたいと思います。夕刻より深夜

まで、同会館に治まり込みで、議論を深めたいと恩いま

す。(担当 鈴木基之 (東大生研))

コ」-z一回

i 目時平成2年 8月17日 (金)

10 : 00~17 : 00 討論会

懇親会18 : OO~ 

2 場所京都市

公立学校共済京都堀川会館

Tel 075-432・6161

3 講師と話題

0回門肇 〈京都大学)(1. 5時間)

『量子化学的手法に基ずく吸着剤と吸着質の相互

作用の検討』

0丹羽幹 (名古屋大学)(1. 5時間〕

rCVD法によるzeoliteのミクロ孔入口径の調鐙』

O峰元雅樹 (三菱重工(槻高砂研究所)(1. 5時間)

『宇宙ステーション内の空気再生システム』

0景山洋行、小林敏勝 (日本ペイン卜胸中央研究

所)( 1時間)

『酸化チタン顔料のアンモニア吸着法による酸性

度の評価と塗料中での分散挙動』

4 'f'1.周 討論会のみ2，000円、怨親会6，000円、

宿泊6.000円

5 参加申込み先

干106 東京都港区六本木7-22-1 

東京大学生産技術研究所第4部鈴木研内

迫田章義宛

Tel 03-402 623 t 内線2413

Fax 03-408・0593

7月20日までにハガキ、電話またはFAXにて、 (1)討

論会参加、 (2)懇親会参加、および(3)宿泊希望をお知らせ

下さい。

巡4会
匂民F

吸着シンポジウム
『表面積、細孔分布測定法の

総合的検討』のお知らせ

前Bの吸器討論会 (8月17日)(上記のご案内)に続

けて、吸着シンポジウムを企画致しました。テーマは表

題の通りで、下記の様に細孔分布測定法についての概論

とレビューの後、実際の扱IJ定装置を制作、販売されてお

られる各社に、自社製品の特長や評価を説明いただきま

す。多数のご参加をお願いいたします。

(担当 鈴木基之 (東大生研))

記

1 日時 平成2年8丹18日(土) 9: 00~15 : 00 

2 場所京都市 公立学校共済京都堀川会館

Tel 075-432-6161 

3 講師と題目

。近藤精一 (福井工業大学)( 1 時間)

f国体表面の吸着現象』

0仲井手口之 (巴本ベル)(50分)

『表面積、細孔分布の測定法と計算』

O直野博光 〈関西学院大学)(50分)

f水蒸気 ・室紫l吸着等温線による微粒子表面 ・細

孔構造の評価』

Oi!!尾一裕 ((附島津製作所)(25分)

『メーカーによる製品紹介 (I)J 

0尾野哲夫 (湯浅アイオニクス(紛)(25分)

『メ ーカーによる製品紹介 (2)~ 

OP. Italiano (Carlo Erba Strumentazione) 

(25分)

『メ ーカーによる製品紹介 (3)..1 

0安部郁夫 (大阪市立工業研究所)(35分)

f共通試料による表面積の共同測定結果』

O総括討論

4 費用 2，000円

5 参加申込み先

〒106 東京都港区六本木7-22-1 

東京大学生産技術研究所第4部鈴木研内

迫田意義宛

Tel 03-402・6231 内線2413

Fax 03-408・0593

7月20日までに、ハガキ、 電話またはFAXにて、 w
シンポジウム参加および(5)前日の懇親会参加、 (6)前日の

宿泊希望をお知らせ下さい。

-27一



最近の研究発表

化学工学会第55年会

[環境 ・安全工学]

J 201 都市ゴミ焼却炉排ガスに含まれるHCIの乾式

吸収

(群大・工)O(正)湯沢思 ・

(正〉榊原登・(正〉黒田正和

J 202 ゼオライトの構造とフロンの吸着特性

(京大 ・工)O(正)宮本 明 ・大西益隆・

久住真 ・(正)乾智行

J 203 担持金融媒によるフロン等有機ハロゲンの分

解

(東工大 ・工)O(学)相田隆司 ・

(学)樋口礼司 ・(正)中村隆一 ・

(東工大・理国交セ)(正〉新山浩雄

J 301 嫌気性膜リアクターによる食品排水処理

(千代田化工)油科嘉則・ O長谷川潤・佐藤

広己 ・小山時彦 ・増原功

J 302 土壌浄化法の総合評価モテsル

(東大 ・生研)O(学)}l1西琢也・ (正)鈴木基之

(農環技研)(正)川島博之・

(明大・理工) (正)茅原一之

J 303 71<中のフミン畿のオゾン処理とその変異原性

試験

(九大 ・工)O(学)麻生真次・ (正〉林潤一郎・

(正)草壁克己・ (正〉諸問成治・

(福岡県衛公セ)常磐 寛・堀川和美・世良申易

J 304 TSモニタによる16Mbit対応超純水のオンラ

イン水質計測

(目立 ・目立研)O(正)小関康雄 ・

C!E)黒川秀昭 ・(正〉高橋燦吉 ・
(臼立プラ ント建設)(正)佐藤等・

(目立機械工ンジ)(正)金子俊彦

J 308 三届流動届を用いたアンモニア態窒素の硝化

における生物処理特性

(早大 ・理工)(正)平田彰 ・

O(学)高橋千秋 ・(学)荒井学

J 309 固液流動層による水銀吸着処理

(岡山大 ・工)(正)高橋照男

O(正〉加瀬野悟 ・(学)池田博史

[鉱散分離工学]

一一一吸着・イオン交換一一一

Q 101 液稲における毛管相分離現象に基づく吸着等

温線の推算

(京大 ・工)O(正)宮原稔 ・

(学)北村敏夫 ・(学)丹羽・卓 ・(正〉岡崎守男

Q 102 多孔性膜中における表面 ・ポアー並列拡散

(セルロースー直接染料系〉

(阪府大・工)O(正)吉田弘之 ・

(奈良女 ・家)前川昌子・(阪府大 ・工〕南後 守

Q 103 樹脂吸着剤の内部構造と粒子内拡散機械の関

係について

(明大 ・理工)(正)古谷英二 ・

O(学)白須一成・(j:E)鈴木康雄・

(東京有機化学工業)(正)山下精一

Q 104 液栂吸着による屈曲係数の測定

(信州大・繊維)(正〉新井親夫 ・

O(学)丸山硲之 ・青山則子 ・(正〉佐納良樹

Q 105 アルブミンと固体表面の相互作用

(東大・生研)(正)鈴木基之 ・

oc学)臼名子英範
Q 106 化学修飾キ トサンによる銅の吸着除去

(東京高専)0今井勇治・ 仲居剛 ・石井浩・

(正)三谷知世

Q 107 K [基調講演]吸着操作の現状と将来展望

(明大 ・理工)(正)竹内灘

Q 108 !重金属吸着能を持つ化学修飾キトサンの合成

及びキャラクタリゼーション

(東京高専)0仲居剛・石井浩 ・

(正)三谷知世

Q 109 改質樹脂吸着剤の特性測定

(明大 ・理工)(正)古谷英二・(正)竹内 薙・

O(学)横付仁志 ・

(東京有機化学工業)(正)山下精一 ・

(オルガノ)河崎匡男

Q 110 イオン交換樹脂による各種アミノ酸の吸器平

彼i
(佐賀大 ・科学セ)O(正)馬場由成 ・

(佐賀大 ・理工)(正)井上勝利

(正)吉塚和治 ・山下幸i事
Q 111 イオン交換法による浴存シリカの除去に関す

る基礎研究

(阪府大・工)(正)片岡健 ・O(正)武藤明徳
Q 112 両性ハイドロゲルの膨潤収縮に及ぼす電解室

とpH効果
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Q 113 

Q 114 

Q 115 

(静大 ・工)(学〉内田 勝・市田浩之・

(正)清田佳美・ (正)中野義夫

プラズマ開始重合により合成したポリアクリ

ルアミドの金属イオン吸着特性

(北九州高専)O(正〉井手俊輔・

(正)原口俊秀・(正)畑中千秋・(正〉西宮康二・

けL大・工)(正)梶山千里

粒状リチウム吸着剤の合成一一一希薄水溶液か

らのリチウム回収一一一

(岩谷産業)0上野祐資・鈴木正則・
， 

(岩谷化学)松野久

産業廃棄物からのレアメタルズの回収

(阪大・基礎工)(正)坪井泉・

O(学)山本卓也・(学)山根哲・(正)駒沢勲

Q 116 液相吸着における合成吸着剤と芳香族化合物

の相互作用

(京大・工)(正)回門 肇・ (学)油井晃司・

O(学〉阿部真人・ (正)岡崎守男

QI17 デキストラン系樹脂 (QAE)におけるBSA

の吸着平衡

(阪府大・工)O(正)吉間弘之・西原英喜・

(正〉片岡健

Q 118 キトサン樹脂およびデキストラン系樹脹にお

けるBSAの破過曲線

〈阪府大・工)OC正)吉田弘之・西原英喜・

(正)片岡健

Q 201 R [研究講演]吸着分離に関する基礎的研究

(東大・生研)(正)鈴木基之

Q 205 循環流動層式吸着装置における海水ウラン吸

着過程の解析

(長岡技科大)OC正)中村奨・

(正)白鰹正高 ・菅野昌義・ (正)伊藤義郎

Q 206 鹿沼軽石層から分離した非品質試料の加熱処

理にともなう吸着能の変化

(字大・工)(正)藤郷 森・ (正)高寄裕圭・

(正〉遠稼敦

Q 207 フェノール系樹路とタールピッチによる多孔

質国体の細孔精進・吸着特性の制御

(岡山大・ 工)(正)阪団結作・O(学)井上吉明・

(学)難波竹己 ・CiE)笠岡成光

Q 208 石炭の濃硫酸処浬による分子ふるい性炭素の

製造

(岡山大 ・工)O(正〉阪田祐作 ・

(学)難波竹己・ (正)笠岡成光 ・

(Univ. of Waterloo) P. L. Silveston 
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Q 209 炭化水素の分子構造と吸着特性一一一コン

ピュータ・グラフィックスによる検討

(京大・工)O(jD 宮本明 ・高田操・

大串理一郎・

(クラレケミカル)(正〉田中栄治・

(岡山大・工)(正)笠岡成光・

(京大・工) (正〉乾 智行

Q 210 冷却空気をフィードする空気分離PSA

(東大・生研)O(正)迫田章義・(正)鈴木基之

Q211 PSA除湿における吸着熱効果

〔熊本大・工)OC正)広瀬勉 ・富永義寛 ・

中林浩文

日本化学会第59春季年会
(固体表面)

1 A 135 原子価制御α-Fe203へのドナー ・アクセプ

タ一分子吸着と表面電位変化 (n)(千葉大理)0堀

田義隆・鈴木孝臣・金子克美

1 A 137 シリカゲルへの水蒸気吸着 (関西学院大理・

日産化学・塩野義製薬)0直野博光・白憂雅子 ・拓殖

野誠・西山孝

1 A 138 r -Fe.O，への水蒸気1吸着 (岡山大理)0松
田 健・村田義光 ・長尾真彦

1 A 139 クエン酸イオン添加含水酸化鉄の細孔構造

(阪教大)0石川達雄・福岡正倫・神島和彦

1 A 143 二元系金属酸化物高分散活性炭素繊維のNO

吸着性 (千葉大理)0王正明・今井潤・鈴木孝臣

.尾関寿美男・金子克美

1 A 144 FeCl:。ドープ活性炭素繊維のEXAFSとNO吸

着性 (千葉大理)0鈴木孝臣・金子克美

1 A 145 表面修飾マイクロポーラスカーボンのEXAFS

によるキャラクタリゼーション(千葉大理 ・京大工〉

O鈴木孝臣 ・松本明彦 ・小杉信1導・鈴木克美

1 A 146 フッ素過酸化物によるポリスチレンの表面改

質 (東理大理工・日本油脂筑波研〉荻野圭三 ・阿部正

彦O森川公雄・沢田英夫・中山雅陽

1 A 151 単分子N2およびAr吸着層の相転移 (千葉大

理)0桑原弘誇・箆 和典 ・鈴木孝臣・尾関寿美男 ・

金子克美

1 A 152 各種ACFのMSMF法によるマイクロポア分

布 (千葉大理〉金子克美 ・O清水和幸 ・桑原弘詩・今

井潤・鈴木孝臣

1 A 153 詳細N2吸着等温線からのACFの表面フラク

タル (千葉大理)金子克美O佐藤睦美 ・清水和室長・鈴

木孝臣

1 A 154 ミクロポーラスカーボンにおけるN2とArの

多段ミクロポアフィリング (千葉大理〉寛 和典・鈴

木孝臣 ・尾関寿美男O金子克美



第5回 イオン交換セミナー

先導的高機能化イオン交換体を探る一一一

主催 日本イオン交換学会

期日:平成2年 7月26日(木)、 27日 (金〉

会 場・大阪府立大学学術受流会館 (堺市百舌鳥梅町

4 -804、Tel.0722-52-1l61(内)2331) 

第 1日 (7月初日)9 : 10~ 

プロローグ 先導的高機能化イオン交換体を探る

片岡健 (阪府大〉

講義 I 高機能性格子イオンイオン交換体の開発

鈴木喬 (山梨大〉

講義 E 高機能キレート樹脂の分子設計

江川博明 (熊本大)

1.無機イオン交換体を素材とする新触媒の開発

森川 豊 (東工大資源研)

2 孔形状保持性を有するイオン交換体の開発と特性

山水孝文 (旭化成)

3. アフィニティクロマトによるバイオプロダクトの

分離精製

懇親会

第 2白 (7月27日) 日:10~ 

佐田栄三(京大)

4. イオン交換樹脂の高機能化とその応用

千自民正彦 (大阪薬大)

5.多孔性グルコマンナンイオン交換体による生体

高分子吸着分離特性 森田博志 (栗田工業)

6 多孔性キトサン樹脂の開発と分離特性

川村佳秀 (富士紡績〉

7.液体クロマトグラフィ ーによる光学異性体の分離

森恭三 (ダイセル)

8 イオン交換膜開発の進歩 佐田俊勝 (徳嘗〉

参加費 (セミナー ・講演テキス卜代、懇親会費を含む): 

個人会員:会社関係25，000円.大学官庁関係

18，000円、I学生会員8.000円、会員外33.000円

参加申込方法:はがきの大の用紙に、 ①氏名、 ②会員番

号 (所属学会を明記)、@勤務先名、 ④勤務先

所在地、⑤電話番号を記入して下記申込先にお

送り下さい

参加申込締切:平成2年 7月6白 (土)(定員100名先着

sIiO 
参加費支払方法・郵便振替 (東京 2-155043、イオン交

換セミナー)でお送り下さい

申込先:〒591 堺市百舌鳥梅町4-804 

大阪府立大学工学部化学工学科片岡健

Tel.0722-52-1161 (内)2331 

第6回日本イオン交換研究発表会

主催:日本イオン交換学会

協 賛 :日本吸着学会ほか

日時:平成2年 9月27日 (木)、28日 (金)

会 場 :東京工業大学本館第一会議室 (東京都目黒区大

岡山 2・12・1.Tel. 03・726-1111) 

討論主題:イオン交換の学際的新展開

講演申込締切:平成2年 6月15日 (金)

① 講演題旬、発表者氏名 (講演者にC印)

② 申込者氏名、@ 申込者連絡先 (所属、所

在地、郵便番号、電話番号)、④ 200字程度の

要旨 (プログラム編成用)、⑤ 英文による講

演題目・所属・氏名をB5半IJ用紙に記載のうえ、

下記あてお申し込み下さい。なお、斬新なもの

であれば既発表も可とします。

講演要旨締切:平成2年 9月 l日 (土〉

申込者には執筆要領を送付いたします。講演時

間は l件12分程度の予定。発表はOHPに限り

ます。

参加申込締切:平成2年 9月13日 (木)

氏名、勤務先、連絡先住所 (郵便番号、電話番

号)、所属学会を明記し、参加費を郵便振替

(東京 3-119845、名義 :第 6回日本イオン交

換研究発表会)にて払込のうえ、お申し込み下

さい。

参加費 (要旨集 l部を含む):予約 :主催 ・共催学協会

会員4，000円、学生1，000円、会員外5.000円、

予約外:各1，000円増し、要旨集のみ:会員

4，000円、会員外5.000円。

懇親会:平成2年9月27日 (木)、会費5，000円

申込先:〒152 東京都目黒区大岡山 2-12・I 東京工

業大学理学部化学科阿部研究室気付第6回

日本イオン交換研究発表会係 Tel. 03-726-

1111 (内)2221 
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事務局からのお知らせ

昨年11月に開催された理事会および総会で承認されま

した会則変更に従って、 4月 1日より事務局を労働省産

業医学総合研究所 松村芳美部長室に移転致しました。

新事務局発足に当たっては、前任の明治大学理工学部

竹内務教授室より種々ご指導を賜り、事務引継も何とか

滞りなくできたかと存じますが、不慣れのため不行き届

きの点も多六あると存じます。今後ともどうそ、宜しくご

指導ご鞭縫の程お願い申し上げます。

新事務局の連絡先は下記の通りです。

住所干214 川崎市多摩区長尾6-21 -1 

産業医学総合研究所 労働環境研究部

松村芳美部長室内

(松村芳美、小笠原真理子、古瀬三也〉

電話 044-865-6111 (代表〉

FAX 044-865-6116 (松村芳美宛と明記)

郵便振替口座 横浜6・11074 日本吸着学会

銀行口座三菱銀行登戸支庖普通預金 NO.0309713

(名義日本吸着学会 代表松村芳美)

本学会に関するご連絡、お問い合わせ、会員名簿記載

事項の訂正または変更、および会費のお振込等は上記新

事務局宛にお願い致します。

本年度会費は順調にご納入裁い Cおりますが、未t:.'ご

納入戴いていない会員の方々は至急ご納入下さいます様

にお願い致します。一般に、個人会員の会費は上記郵便

局口座に、維持会員の会費は銀行口座にお振込をお願い

しておりますが (限定しておりません)、ご都合に合わ

せ宜しくお願い致します。但し、前事務局の口座も今し

ばらく継続しております。

日本吸着学会会員名簿(変更および訂正)

名簿記載事項に変更あるいは訂正がありましたので、お知らせ致します。

1. 維持会員

4=E 2h 員 の 名 称 代表者および連絡担当者氏名 会員所在地および連絡先住所 電話番号l内線

取締役社長
代表者

i豊島民太郎
ク フ レケ カル(紛 ーー・・ーーーーーーa・ーーーーーーー・ーーーー・ーー___、

辿絡担当者
企画室
戦馬 - )ミ

Vl1'J'j: .所長
代表者

石丸公正
大阪ガス附開 発研 究所 ーーーーーーーーーーーーーーー'ーーー戸ーーーーーー

炭素材開発チーム
辿絡担当者

進 戸i );見文;

2.正会員

氏 名 動 務 先 連 絡 先 住 所 電話番号|内線

ノk ~ Ef三『1 孝 円木目11蝕工業側技術研究所

白正山コ 民1 Jls オルガノシステムエンジニアリング(的

山 口 俊 t1t 
東洋エンジニアリング側総合エンヅニアリング

センター技術研究所 前浜研究センター

望E 山 光 政 三菱化成(関総{'i研究所石炭液化グループ

島 崎 5き 司 !tUISレーヨン(鈎

q
J
 



日本吸着学会会員名簿(新会員)

前号掲載以降、 5月20日迄に受付けました新会員(維持会員3社、正会員3名〉をご紹介致します。 1990年 5月初

日現在の会員数は、維持会員31社、正会員252名です。なお、 変更あるいは訂正などありましたら事務局までご一報
下さい。FAXあるいは電話でも結構です。

1.維持会員

士4E』玄 員 の 名 称 代表者および連絡担当者氏名 会員所在地および連絡先住所 電話番号i内線

代ぷ取締役社長
代表者

限 利貨
!iji 技(附 i& のf ーーー-ーーー一一一 ー 一一一一一一一一一一一一一一一

連絡担当者 /1 

代 表者 奥田灰二

出土化学(隙研究所 一 ー 一一一 ー 一一一

述絡.fi:I.当省 /1 

代 Jj .f1 ~!J JJ;! iE 如
テイカ(槻|内山研究所

連絡fI1、~.fí' 今井 154一日11

2.正会員

氏 名 動 務 先 連 絡 先 住 所 電話番号;内線

滋 i~ tlZ11 4 1 岐阜大学じ学部上ノド L~{:科

i'f 'Ji 町J日本大'/'iバn:'j!:却一般主主計化学教本

波多 ~!f 二k.(ωr.1ノドrI1YJ '![!l1i，'，，'，総《研究所

編集委員
委員長鈴木 喬 (山梨大学工学部) 茅原 一之 (明治大学工学部〉

委員金子克美(千葉大学理学部) 初鹿敏明(山梨大学工学部〉

古藤信義 (オルガノ(槻〉 原 行明 (日鉄化工機儒))

迫田 章義(東京大学生産技術研究所) 古谷英ニ (明治大学工学部〉

鈴木謙一郎 (丸谷化工機捌〕 水嶋 清 (北炭化成工業側〉

回門 肇〈京都大学工学部) (五十音順、敬省略)

Ad'sorp針。roN噂wsVGfI. 4， No，:3 通巻?張。.l'ij:凶悌年 7iI208 発行

発 行 自主ド吸着学会 1'he J'at:at1 Sbei~ty 9h l¥d盈o-rpti'&tX
事務局 子2:14 )行員奇お多摩底長尾合-2:1-1 

産業医学総合研室電所労働環境研究部 松科 芳喜礎部長室

協1.i144-8a$~&111 

印 刷 字112 東京都文京区/lx石'HlZ骨3-11 lH薗_e'jlt
アイオニタス株式会栓

G、制et'alS町:retaty

D.r. '1. Ma;t諮問lXIi~王子主主

泌をuronal1rt、副知tedf. FQdustrial He8:主t'4

':6.21-1 tiJ'ClcgaQ. 'fam:a -加，EE混.W;，錦 E主制 ":214
Teh04'4・意6'5'6111

E.ditotial CbaII:rnan 
Prot T. $'u.z.liki (Y:、am却lasl1;iJtJni'Vetc$il'y) 

-32ー

>_"j 




